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11 月 18日㈮までに企画財政課　☎ 227－6028

令和５年１月 31日㈫までに福祉総務課　☎ 227－6061

統計調査員を募集します

電力･ガス･食料品等価格高騰緊急支援給付金
生活応援給付金

掲載情報は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため変更となる場合があります。

応募資格

定員

主な業務内容

「もしかして？」ためらわないで！ 189（いちはやく）

報酬

　電力・ガス・食料品などの価格高騰による負担増を踏まえ、家計への影響が特に大きい低所得世帯（令和
４年度住民税非課税世帯など）に対し、１世帯あたり価格高騰緊急支援給付金として５万円、市独自の生活
応援給付金として５千円を支給します。

　住んでいる建物や、保有している土地、世帯の状況について調査する「住宅・土地統計調査」が令和５
年に実施されます。調査を実施するにあたり、調査対象となる地区の地図を作成する調査員を募集します。
日中の空いた時間など、都合のよい時間に勤務できます。

・20歳～ 70歳の健康な人
・守秘義務を遵守し、責任を持って調査事務ができる人
・税務、警察、選挙に直接関係がない人

１．調査員説明会（12月下旬開催予定）への出席
２．担当地区内の戸数や空き家の確認
３．作成した書類を市へ提出
　　※業務期間は１月から２月中旬の予定です

担当する地区数によって変わります。（約３万円）
若干名

支給対象 申請方法 支給額

住民税非課税世帯
令和４年 10月 1日時点で市内に
住民票があり、令和４年度住民税
均等割が世帯全員非課税の世帯

対象者には 11月中旬に確認書を郵
送します。必要事項を記入の上、返
送してください。 １世帯

55,000 円
家計急変世帯

予期せず令和４年１月から 12月
までの家計が急変し、世帯全員が
住民税非課税相当となった世帯

11月中旬から申請受付予定。申請書
は市ホームページからダウンロード
するか電話で問い合わせください。

　子どもへの虐待が深刻になっています。児童虐待は子どもの人権を著しく侵害し、心身の健やかな成長発
達を妨げます。児童虐待防止を地域全体で取り組むことで、発生の予防や早期発見につながります。

あなたの一本のి話でٹわれる子
どもがいます。ٮ଴かもと思った
らすぐにి話してください。最د
りの児童相ஊ所につながります。
※ 一部の IP ి話からはつながりません。

通話ྉは無ྉです

児童虐待とは？
身体的虐待… 殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、や

けどを負わせる、溺れさせるなど
心理的虐待… 言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、

子どもの目の前で家族に対して暴力を振るう（DV）
など

性的虐待…… 子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラ
フィの被写体にするなど

ネグレクト… 家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、
自動車の中に放置する、重い病気になっても病院へ連
れて行かないなど

子育て支援課　☎ 227－6077

11月は"児童虐待防止推進月間"です
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市民協働課　☎ 227－6040

市民協働課　☎ 227－6040

市民協働課　☎ 227－6029

人権啓発映画会『his』

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

女性に対する暴力をなくす運動期間

　毎年、11月 12日～ 25日（女性に対する暴力撤
廃国際日）の２週間は、内閣府が「女性に対する暴
力をなくす運動期間」と定め、女性に対する暴力の
問題に関する取り組みを一層強化しています。
　また、県では、11月を「パープルリボンキャンペー
ン」期間と位置付けて、県、市町、各種団体が協力し、
一斉に啓発活動を実施しています。
※�パープルリボン（紫色のリボン）とは、DVをは
じめとする女性に対する暴力をなくそうという国
際的なシンボルで、身に着けたり身近
なところに飾ったりすることで女性に
対する暴力根絶の意思を示します

　市では、「パープルリボンキャンペーン」に合わ
せて、11 月１日㈫～ 30 日㈬に以下の取り組みを
行います。会場には、「パープルリボンツリー」を
設置します。紫色のリボンの付いたカードにメッ
セージを記入しツリーに飾ることで、この問題に対
する支援や賛同の意思を示してみませんか？

◎図書特設コーナーの設置
場所　学びの杜ののいち�カレード
内容　女性に対する暴力の問題に関する書籍を集約

◎パネル展の開催
場所　野々市市役所
内容　市男女共同参画推進員の活動紹介など

「女性に対する暴力をなくす運動期間」とは 図書特設コーナー・パネル展

期間　11月 18日㈮～ 24日㈭
時間　［平日］8:30 ～ 19:00　［土日祝］10:00 ～ 17:00
※強化週間以外の受け付け時間は［平日］8:30 ～ 17:15

　電話番号は全国統一番号で、石川県内で
かけた場合、平日は金沢地方法務局、土日
は名古屋法務局につながります。

　法務省の人権擁護機関では、全国一斉「女性の人権ホット
ライン」強化週間を実施します。夫・パートナーからの暴力
やストーカーなどの事案は、依然として数多く発生していま
す。これらの女性をめぐるさまざまな人権問題の解決を図る
ための取り組みです。相談無料、秘密厳守で人権擁護委員お
よび法務局職員が相談を受けます。

啓発活動重点目標～人権啓発キャッチコピー～
「誰か」のこと　じゃない。

日　時　12月４日㈰ 9:30 開場　10:00 開演
場　所　文化会館フォルテ
その他　�チラシは市民協働課、各地区公民館に設置。チラシの裏面の受付

票を記入して当日受付で提出してください。駐車場に限りがある
ので、乗り合わせまたは公共交通機関を利用してください

＊同時開催＊市内障害者施設で作られた商品の販売会など
※当日はパートナーシップ宣誓書受領証交付式を併せて行います

　ゲイであることを知られるのを恐れて東京の会社を辞め、静かな田舎町でひっそりと暮ら
していた井川迅。そこへ突然、８年前に迅のもとから去っていった日比野渚が、６歳の娘・
空を連れて現れる。居候させてほしいという渚に戸惑いつつも、迎え入れる迅。そんな中、
渚は離婚協議中の妻と空の親権をめぐって争っていること打ち明ける。

あらすじ
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野々市・布水中学校区合同で開催します

野々市消防署　☎ 248－9119野々市消防署　☎ 248－9119

生涯学習課　☎ 227－6117

市社会福祉協議会　☎ 246－0112

秋季火災予防運動

令和５年成人式～二十歳のつどい～

みんなでいっしょにフェア～理解促進・啓発のための障害者支援
施設等製品物産展および活動紹介パネル展～

日 時　令和５年１月８日㈰ 14:00 開式（13:30 受付開始）
場 所　文化会館フォルテ
対 象　�平成 14年４月２日から平成 15年４月１日までに生まれた人
※�対象者には 11月上旬に招待状を発送します。届かない人、転出したが野々
市市で参加希望の人は、11月末までに連絡してください
※�新型コロナウイルス感染症対策を講じた上で開催します
※�会場に来ることができない人や家族のため、当日式典の様子を市公式
YouTube『野々市市チャンネル』にてライブ配信します

日 時　11月 10日㈭ 10:00 ～ 16:00
場 所　イオンモール白山（白山市）
参加団体　�石川サニーメイト、けやき野苑、

フォルムののシティほか

2022 年度全国統一防火標語「お出かけは�マスク戸締り�火の用心」
　11月９日㈬～ 15日㈫の７日間、全国一斉に秋季火災予防運動が実施されます。
　火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、次のことに注意しましょう。�

＜４つの習慣＞�
　・寝たばこは絶対にしない、
　　させない
　・ストーブの周りに燃えやす
　　いものを置かない
　・こんろを使うときは火のそ
　　ばを離れない
　・コンセントはほこりを清掃
　　し、不必要なプラグは抜く�

＜６つの対策＞
　・火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろなどは安全装置の付いた機器を
　　使用する
　・火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安
　　に交換する
　・火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類およびカ－テンは、
　　防炎品を使用する
　・火災を小さいうちに消すために、消火器などを設置し、使い方を確認しておく
　・お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し備えておく
　・防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う

住宅防火　いのち守る 10のポイント

　市内の障害のある人が通う障害福祉サービス事業所で作られた物品などを販売するとともに、通っている
事業所などでの活動を紹介するパネル展を開催します。詳しくは、市ホームページを確認してください。
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健康推進課　☎ 248－3511

（独）国際協力機構　北陸センター　☎ 233－5931

石川キャリア形成サポートセンター　☎ 222－7721

全国AEDマップの登録

ニュースポーツ体験会

ジョブカード作成体験会

JICA海外協力隊2022年秋募集

　( 一財 ) 日本救急医療財団が提供する全国AEDマップは、
突然に心停止となった人に対してAEDが使われる機会を増
やし、救命率を向上させることを目的に作成されています。
　AEDを設置している事業所などで登録手続きが済んでいな
い場合や、新たに設置する場合には、ぜひ登録してください。

　市スポーツ推進委員が講師となり、さまざまなニュースポーツの体験会を行っています。
　ぜひ参加してください。
　　　　【トリプルソフトバレー講習会】���　　【フレッシュテニス・H.K.B.】
日　時　11月 19日㈯ 14:00 ～ 15:30　　　令和５年１月 21日㈯ 14:00 ～ 15:30
場　所　市スポーツセンター　　　　　���　　市民体育館
※�運動できる服装で、内履き、タオル、飲み物、マスクなどを持参してください

　厚生労働省推奨キャリア支援ツール「ジョブカード」を活用しながら、在職者を対象に自己理解促進、キャ
リアビジョンの明確化などを行い、自分らしくやりがいを持って仕事を取り組む手伝いをします。
日　時　11月 18日㈮ 10:00 ～ 12:00、13:30�～�15:30
場　所　石川キャリア形成サポートセンター（金沢市）
対　象　在職者
定　員　10人
持ち物　筆記用具

　JICA海外協力隊は、開発途上国や、中南米地域の日系人社会からの要請に基づき青年海外協力隊などと
して派遣され、現地の人々と共にその国の地域の課題解決などに取り組みます。
　あなたも、JICA海外協力隊に参加してみませんか！？
応募資格　�生年月日が1952年12月14日から2003年7月2日までの日本国籍を持つ人　　　　　　　　

※�一部の要請は 45歳以下の人が対象
職　　種　�計画・行政、公共・公益事業、農業水産、鉱工業、エネルギー、商業・観光、人的資源、保健・医療、

社会福祉の９分野、190以上の職種
�12 月 12日㈪正午までに JICA海外協力隊応募者用マイページから応募

　※�マイページとはプレエントリー（基本情報登録）を完了した人に発行する応募者専用のペー
　　ジです。詳細は JICA海外協力隊のホームページを見てください

全国AEDマップ 登録の案内
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税を考える週間

　11月 11日㈮～ 17日㈭は「税を考える週間」です。税の意義や目的について考え、税に対する理解をよ
り一層深めてみませんか。

　市内の小中高生から提出された税に関する作品の
優秀作品を展示します。
日時　�11 月 11日㈮～ 17日㈭ 10:00 ～ 21:00
　　　（最終日は 15:00 まで）
場所　イオンモール白山（白山市）

日時　11月 17日㈭ 13:30 ～ 15:30
場所　松任学習センタープララ（白山市）
内容　�①『これからの社会に向かって』
　　　②『プーチン政権の闇と今後の日露関係』
講師　�①有本和広氏
　　　　（松任税務署長）
　　　②中村逸郎氏
　　　　（筑波大学名誉教授）
定員����200 人

�11 月 10日㈭までに
����石川税務連絡協議会・公益社団法人松任法人会

日時　11月 24日㈭ 13:30 ～ 15:40
場所　グランドホテル白山（白山市）
内容　①『知っておきたい節税の知恵イロハ』
　　　　～法人税・所得税・相続税・贈与税…～
　　　②『着物の楽しみ方をマスターしませんか…』
　　　　～周りを魅了するきれいな所作～
講師　�①木村紀代氏（北陸税理士会松任支部税理士）

②鶴賀雄子氏
　　　　（金沢市加賀友禅プロモーションマネージャー）
定員　60人

��11 月 14日㈪までに
　�公益社団法人松任法人会女性部会

日時　11月 12日㈯ 10:00 ～ 15:00
場所　イオンモール白山（白山市）

❶作品展示

❸公開講演会

❹租税教室＆公開講演会

❷北陸税理士会松任支部の無料税務相談

鶴賀雄子氏
中村逸郎氏

作品展示、無料税務相談に関すること　松任税務署総務課　☎ 276－2698
租税教室、公開講演会に関すること　  （公社）松任法人会　☎ 274－3157

介護長寿課　☎ 227－6066

障害者控除対象者の認定出張年金相談会

　11月１日㈫から、要介護（要支援）認定
者の障害者控除対象者認定の申請を受け付け
ます。
　次の要件に該当する人は、申請した後に交
付される認定書を確定申告や住民税申告の際
に添付すると、障害者控除として所得税や住
民税の控除を受けることができます。
※本人が非課税の場合、本人を扶養する親族
　が課税であれば、親族が控除を受けること
　ができます

65歳以上で要介護（要支援）認定を受けて
いて、市が定める条件を満たしていること

①申請書
②申請者の本人確認書類（運転免許証など）

　日本年金機構金沢南年金事務所では、出張年金相談会を
開催します。自身の年金記録状況、保険料納付期間や将来
の年金受給見込額を確認し、未来の生活設計について考え
てみませんか。

日　時　11月９日㈬ 9:30 ～ 16:00
会　場　野々市市役所※当日は保険年金課に来てください
持ち物　①年金手帳、年金証書や振込通知書など「基礎年
　　　　　金番号」の確認ができるもの
　　　　②本人確認ができるもの（運転免許証など）
※事前予約が必要です（年金に関する一般的な相談は、空
　きがあれば当日受付可）
※予約の際は「基礎年金番号」がわかるもの（年金手帳など）
　を準備して連絡してください
※代理の人が相談に来るときは、本人の署名のある委任状、
　代理人の本人確認ができるもの（運転免許証など）が必
　要です。委任状は、保険年金課窓口または日本年金機構
　のホームページにあります

11 月８日㈫までに金沢南年金事務所
☎ 245－2311（音声ダイヤル１→２）

要件

申請に必要なもの
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演目
　オープニング
　市制献呈曲　序曲「カメリア」ほか／のっティと一緒にのっティ体操
　　石川フィルハーモニックウィンズ

　Nonoichi�City�Anniversary�Song「NONOICHI�SWING」ほか
　　ムーンライト JAZZオーケストラ、筝曲　雅瑜峰会、野々市太鼓　結、琴伝流大正琴　兼照会カメリア

第２部　第九・歓喜の歌

　独唱：韓　錦玉（Sop）、前澤　歌穂（Alt）、近藤　洋平（Ten）、門田　宇（Bas）
　演奏：モーツァルトアカデミー室内管弦楽団、酒井　珠江（ピアノ）
　合唱：市民で創る「第九」特別合唱団

　三國　浩平（石川県出身、野々市市育ち、東京音楽大学作曲科卒）

第１部　響宴

作編曲・ゲスト指揮

市音楽文化協会　☎ 070-5635-0902　 onbunkyo.nono1@gmail.com
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午
後
１
時
～
２
時

集
合

に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち��

カ

ミ
ー
ノ

内
容

キ
ャ
ン
ド
ル
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

で
華
や
か
な
ク
リ
ス
マ
ス
に
し

ま
し
ょ
う

講
師

丹
保
佳
菜
子
氏

対
象

本
町
・
押
野
地
区
住
民

定
員

各
回
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費

１
５
０
０
円

11
月
17
日
㈭
午
前
９
時
か
ら
各

地
区
公
民
館

野
々
市
公
民
館��

☎
２
４
８・
０
５
２
１

押
野
公
民
館

☎
２
４
８・
２
８
３
９

本
町
・
富
奥
・
押
野
地
区

◎
第
7
回
３
館
合
同
ト
リ
プ
ル
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時

11
月
20
日
㈰
午
前
８
時
30
分
～

午
後
０
時
30
分
終
了
予
定

集
合
場
所

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
象

本
町
・
富
奥
・
押
野
地
区
住
民

そ
の
他

町
内
会
対
抗
。
1
チ
ー
ム
４

～
６
人
ま
で
（
中
学
生
以
上
）

試
合
に
は
常
時
女
性
が
１
人
以

上
出
場
。
監
督
の
選
手
兼
任

可
。
チ
ー
ム
編
成
が
困
難
な
場

合
は
、
近
隣
町
内
会
チ
ー
ム
で

申
し
込
み
可

11
月
10
日
㈭
ま
で
に
各
町
内
会

で
チ
ー
ム
編
成
し
て
各
地
区
公
民
館

野
々
市
公
民
館��

☎
２
４
８・
０
５
２
１

富
奥
公
民
館

☎
２
４
８・
０
８
２
９

押
野
公
民
館

☎
２
４
８・
２
８
３
９

女
性
セ
ン
タ
ー

◎
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
基
本
と
調
理
法

日
時

11
月
19
日
㈯
午
前
10
時
30
分
～

正
午

場
所

女
性
セ
ン
タ
ー

内
容

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
料
理
３
～
４
品

と
保
存
法

講
師

土
田
龍
之
介
氏（
安
井
フ
ァ
ー
ム
）

定
員

10
人

参
加
費

５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

持
ち
物

マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
き
タ
オ
ル

11
月
８
日
㈫
午
前
９
時
か
ら
女

性
セ
ン
タ
ー

☎
２
４
６・
０
８
１
０

小
中
学
生
「
環
境
問
題
」
研
究
パ
ネ
ル
展

夏
休
み
に
小
中
学
生
が
取
り
組
ん
だ

「
調
べ
る
学
習
」
の
中
で
、
公
民
館
連

合
会
表
彰
を
受
賞
し
た
「
環
境
問
題
」

に
つ
い
て
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日
時

11
月
29
日
㈫
～
12
月
11
日
㈰

場
所

に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち��

カ

ミ
ー
ノ
、
富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
郷
公
民
館
、

押
野
公
民
館

中
央
公
民
館☎

２
４
８・
０
５
２
１

ワ
ー
ド
で
年
賀
状
づ
く
り

新
年
の
あ
い
さ
つ
に
好
み
の
画
像
を

添
え
、
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？
初
心
者
も
大
歓
迎
！

日
時

11
月
22
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午

場
所

文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ

定
員

６
人
（
先
着
順
）

参
加
費

５
０
０
円

カ
メ
リ
ア
・
パ
ル
の
会
事
務
局

（
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ
内
）

☎
２
４
８・
８
０
０
０

ネ
ッ
ト
教
室
＆
年
賀
状
づ
く
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
正
し
く
、
安
全

に
、
そ
し
て
楽
し
く
使
う
た
め
の
小
学

生
向
け
講
座
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
年
賀
状
づ
く
り
に
も
挑
戦
！

日
時

12
月
10
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場
所

文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ

対
象

市
内
小
学
３
～
６
年
生

定
員

６
人
（
先
着
順
）

文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ

☎
２
４
８・
８
０
０
０

北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

◎
参
加
型
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

組
織
文
化
の
変
容
を
生
み
出
す
学
び

～
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
な
い

ギ
ャ
ッ
プ
の
超
え
方
～

日
時

①
11
月
22
日
㈫
②
12
月
21
日
㈬

③
令
和
５
年
１
月
25
日
㈬
午
後

後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

場
所

J
A
I
S
T
金
沢
駅
前
オ

フ
ィ
ス（
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
可
）

内
容

①
経
営
リ
テ
ラ
シ
ー
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
る
簿
記
の
思
考
②
穏

や
か
に
変
容
を
促
す
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
X
マ
ス
③
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
を
協
働

で
解
消
促
進

講
師

①
林
一
氏
（
叡
智
塾
塾
頭
）
②

冨
永
良
史
氏
（
発
創
デ
ザ
イ
ン

研
究
室
主
宰
）
③
山
本
啓
一
氏

（
北
陸
大
学
経
済
経
営
学
部
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
教
授
）

定
員

各
回
40
人

北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大

学
リ
ス
キ
ル
・
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
セ
ン

タ
ー

☎
０
７
６
１・５
１・
１
７
１
３

の
の
い
ち
蕎
麦
倶
楽
部
会
員
募
集

日
時

第
２・
４
土
曜
日
午
後
５
時
か
ら

場
所

富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

内
容

そ
ば
打
ち
（
道
具
不
要
）

参
加
費

１
回
２
５
０
０
円
（
材
料
費

込
み
）

そ
の
他

体
験
は
随
時
可
能
（
事
前
申

し
込
み
必
要
）

の
の
い
ち
蕎
麦
倶
楽
部
事
務
局

岡
田

☎
２
４
８・
１
７
６
１
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富
奥
地
区

◎
秋
の
ま
な
べ
る
ト
ラ
ベ
ル
「
紅
葉
の

那
谷
寺
や
苔
の
里
、
小
松
の
自
然
を
訪

ね
て
」

日
時

11
月
15
日
㈫
午
前
９
時
出
発
、

午
後
４
時
帰
着
予
定

集
合
場
所

富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

内
容

那
谷
寺
、
苔
の
里
、
木
場
潟
の

道
の
駅（
昼
食
）、造
り
酒
屋「
東

酒
造
」
酒
蔵
見
学

対
象

富
奥
地
区
住
民

定
員

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費

２
千
円
（
ガ
イ
ド
料
・
昼
食

代
・
見
学
料
含
む
）

11
月
８
日
㈫
か
ら
参
加
費
を
添

え
て
富
奥
公
民
館

◎
楽
し
く
作
っ
て
フ
レ
イ
ル
予
防
④
ク

レ
イ
ア
ー
ト
で
干
支
の
可
愛
い
ペ
ア
ウ

サ
ギ
作
り
ま
し
ょ
！

日
時

12
月
14
日
㈬
午
後
２
時
～
３
時

30
分

場
所

富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

内
容

ク
レ
イ
ア
ー
ト
（
樹
脂
粘
土
）

で
来
年
の
干
支
の
ウ
サ
ギ
を
作

り
ま
す
。
大
小
ペ
ア
の
可
愛
い

ウ
サ
ギ
で
新
年
を
明
る
く
迎
え

ら
れ
ま
す
よ
！

講
師

高
井
エ
リ
美
氏

対
象

富
奥
地
区
住
民

定
員

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費

１
２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

11
月
10
日
㈭
午
前
９
時
か
ら
富

奥
公
民
館

◎
楽
し
く
作
っ
て
フ
レ
イ
ル
予
防
⑤
温

も
り
の
あ
る
木
の
バ
タ
ー
ナ
イ
フ
作
り

日
時

12
月
17
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

場
所

富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

内
容

パ
ン
好
き
集
合
！
温
も
り
溢
れ

る
木
の
バ
タ
ー
ナ
イ
フ
を
手
作

り
し
ま
し
ょ
う
。
新
年
か
ら
新

し
い
バ
タ
ー
ナ
イ
フ
が
使
え
ま

す
よ
！

講
師

木
村
知
幸
氏
（
木
工
作
家
）

対
象

富
奥
地
区
住
民

定
員

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費

８
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

11
月
16
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
富

奥
公
民
館

☎
２
４
８・
０
８
２
９

郷
地
区

◎
必
ず
来
る
老
い
に
備
え
て
＆
カ
フ
ェ

日
時

11
月
２
日
㈬
、
18
日
㈮
、
12
月

７
日
㈬
、
16
日
㈮
午
前
10
時
～

11
時
30
分

場
所

郷
公
民
館

内
容
「
相
続
（
こ
れ
か
ら
の
こ
と
）」、

「
防
災
（
在
宅
避
難
等
）」
な
ど

の
講
座
で
す
。
講
座
の
後
は
公

民
館
カ
フ
ェ
で
交
流
し
ま
し
ょ
う

※
詳
細
は
結
ネ
ッ
ト
へ
掲
載

対
象

郷
地
区
住
民

郷
公
民
館

◎
第
59
回
み
ん
な
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆

カ
フ
ェ

日
時

11
月
25
日
㈮
午
前
９
時
～
午
後

３
時

集
合
場
所

郷
公
民
館

内
容

七
尾
市
の
「
山
の
寺
寺
院
群
と

瞑
想
の
道
」
前
田
利
家
が
防
御

陣
地
に
転
用
す
る
目
的
で
配
置

し
た
寺
院
群
で
す
。
紅
葉
の
道

を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！
※
詳
細
は

結
ネ
ッ
ト
へ
掲
載

対
象

郷
地
区
住
民

定
員

20
人
程
度
（
先
着
順
）

郷
公
民
館☎

２
４
８・
０
２
５
０

押
野
地
区

◎
「
ふ
れ
あ
い
週
間
」
親
子
工
作
・
体

験
教
室

日
時

11
月
26
日
㈯
①
午
前
10
時
～
11

時
30
分
②
午
後
１
時
～
３
時

場
所

押
野
公
民
館

内
容

①
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
で
お
皿
作
り

（
親
子
で
２
枚
）②
ミ
ニ
ド
ロ
ー

ン
体
験

講
師

①
鈴
木
萌
可
氏
②
室
山
統
氏

対
象

押
野
地
区
の
小
学
生
親
子

定
員

①
10
組
20
人
（
先
着
順
）
②
７

組
14
人
（
先
着
順
）

参
加
費

①
２
千
円
②
３
０
０
円

持
ち
物

①
手
拭
き
タ
オ
ル

11
月
９
日
㈬
午
前
10
時
か
ら
押

野
公
民
館
　
　

◎
公
民
館
ふ
れ
あ
い
週
間

日
時

11
月
26
日
㈯
か
ら
12
月
２
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所

押
野
公
民
館

内
容

公
民
館
サ
ー
ク
ル
作
品
展
示
、

放
課
後
子
ど
も
教
室
・
公
民
館

事
業
作
品
展
示
、
公
民
館
事
業

記
録
D
Ｖ
D
の
上
映

　
　
　
11
月
26
日
㈯
の
み
開
催
の
イ
ベ

ン
ト
◆
新
鮮
野
菜
即
売
会
（
午

前
11
時
か
ら
売
り
切
れ
ま
で
）

◆
麻
雀
体
験
会
（
午
前
10
時
～

午
後
３
時
）
◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
多
肉
植
物
の
カ
ラ
ー
サ
ン

ド
作
り
」（
午
前
11
時
～
午
後

２
時
）
※
参
加
費
５
０
０
円

対
象

押
野
地
区
住
民

押
野
公
民
館

◎
手
打
ち
そ
ば
体
験

日
時

12
月
３
日
㈯
午
後
１
時
～
３
時

場
所

押
野
公
民
館

講
師

の
の
い
ち
蕎
麦
倶
楽
部
（
富
奥

公
民
館
サ
ー
ク
ル
）

対
象

押
野
地
区
住
民

定
員

７
人
（
先
着
順
）

参
加
費

２
千
円
（
当
日
徴
収
）

持
ち
物

筆
記
用
具
、
三
角
巾
、
エ
プ

ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
保
存

容
器
（
そ
ば
持
ち
帰
り
用
）

11
月
11
日
㈮
午
前
10
時
か
ら
押

野
公
民
館

☎
２
４
８・
２
８
３
９

イ
ベ
ン
ト
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案
内市

事
業
復
活
緊
急
支
援
金

国
の
事
業
復
活
支
援
金
お
よ
び
石
川

県
事
業
復
活
支
援
金
に
上
乗
せ
し
た
市

独
自
の
支
援
金
「
野
々
市
市
事
業
復
活

緊
急
支
援
金
」
の
申
請
期
限
は
11
月
30

日
㈬
で
す
。（
当
初
の
申
請
期
限
か
ら

延
長
し
ま
し
た
。）

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て

く
だ
さ
い
。

地
域
振
興
課☎２

２
７・
６
１
６
０

小
学
校
運
動
会
の
放
送

市
内
小
学
校
の
運
動
会
の
様
子
を
金

沢
ケ
ー
ブ
ル
で
放
送
し
ま
す
。

期
間

11
月
14
日
㈪
～
12
月
１
日
㈭

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て

く
だ
さ
い
。

市
民
協
働
課☎

２
２
７・
６
０
５
６

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群

赤
ち
ゃ
ん
は
首
の
筋
肉
が
未
発
達
な

た
め
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
と
脳
が

衝
撃
を
受
け
や
す
く
、
脳
の
損
傷
に
よ

る
重
大
な
障
害
を
負
う
こ
と
や
、
場
合

に
よ
っ
て
は
命
を
落
と
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
「
乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ

症
候
群
」
と
言
い
ま
す
。

軽
症
の
場
合
で
も
、
食
欲
の
低
下
、

ぐ
ず
り
が
多
く
な
る
な
ど
、
は
っ
き
り

し
な
い
症
状
が
続
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
い
か
な
る
理
由
で
も
、
絶
対
に
赤

ち
ゃ
ん
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。
万
が
一
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
医
療
機

関
を
受
診
し
、そ
の
旨
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り

得
る
こ
と
を
家
族
み
ん
な
で
理
解
し
な

が
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
と
接
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

子
育
て
支
援
課

  

☎
２
２
７・
６
０
７
７

子
育
て
講
座

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
「
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
金
沢
」
の
支
援
や

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。
子
育
て
の

気
づ
き
や
イ
ラ
イ
ラ
、
不
安
⋮
何
で
も

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
！

日
時

11
月
30
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場
所

に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち  
カ

ミ
ー
ノ
※
託
児
あ
り
ま
す

対
象

保
護
者
（
父
・
母
・
祖
父
母
・

里
親
問
わ
ず
）

定
員

30
人
程
度
（
先
着
順
）

託
児

要
予
約
（
開
催
日
の
２
週
間
前

ま
で
）
※
定
員
に
達
し
次
第
締
切

11
月
23
日
㈬
ま
で
に
県
オ
レ
ン

ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会

(

県
少
子
化
対
策
監
室
内
）

☎
２
２
５・
１
４
２
１

電
池
は
抜
い
て
出
し
ま
し
ょ
う

リ
モ
コ
ン
や
カ
メ
ラ
な
ど
、
電
池
が

入
っ
て
い
る
製
品
を
ご
み
に
出
す
際

は
、電
池
を
抜
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

電
池
が
入
っ
た
ま
ま
の
場
合
は
、
収
集

や
処
理
の
過
程
で
火
災
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
取
り
外
し
た
乾
電
池

は
燃
え
な
い
ご
み
、
充
電
式
の
電
池
類

は
販
売
店
で
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
電
気
シ
ェ
ー
バ
ー
や
小
型
電

子
機
器
な
ど
電
池
を
外
す
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
電

池
を
使
い
切
っ
て
か
ら
燃
え
な
い
ご
み

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
課☎

２
２
７・
６
０
５
２

最
低
賃
金
の
改
正

時
間
額

８
９
１
円

︵
改
正
発
効
日

10
月
８
日
︶

使
用
者
は
、
こ
れ
よ
り
低
い
賃
金
で

労
働
者
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

石
川
労
働
局☎

２
６
５・
４
４
２
５

大
阪
税
関
金
沢
税
関
支
署

税
関
で
は
、
市
民
生
活
の
安
全
・
安

心
を
脅
か
す
不
正
薬
物
、
銃
器
、
テ
ロ

関
連
物
資
な
ど
の
国
内
へ
の
流
入
を
阻

止
す
る
た
め
、
港
や
空
港
で
取
り
締
ま

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
更
な
る
取
り

締
ま
り
強
化
に
は
、
皆
さ
ん
の
協
力

が
必
要
で
す
。「
何
か
お
か
し
な
光
景
」

を
目
に
し
た
際
に
は
、
密
輸
ダ
イ
ヤ

ル
ま
た
は
最
寄
り
の
税
関
官
署
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

金
沢
税
関
支
署☎２

６
５・
４
４
２
５

密
輸
ダ
イ
ヤ
ル
※
24
時
間
対
応

☎
０
１
２
０・
４
６
１・
９
６
１

金
沢
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

金
沢
弁
護
士
会
で
は
、
地
震
や
水
害

で
被
災
し
た
人
を
対
象
に
、
法
律
相
談

セ
ン
タ
ー
の
相
談
料
を
無
料
に
し
ま

し
た
。
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で

す
。
詳
し
く
は
金
沢
弁
護
士
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

毎
週
㈪
～
㈮
午
後
１
時
～
３

時
50
分
（
事
前
予
約
必
要
）

場
所

金
沢
弁
護
士
会
館

金
沢
弁
護
士
会☎２

２
１・
０
２
４
２

発
掘
調
査
現
地
説
明
会

国
史
跡
末
松
廃
寺
跡
の
発
掘
調
査

現
場
を
公
開
し
、
調
査
成
果
を
市
職

員
が
解
説
し
ま
す
。

日
時

11
月
５
日
㈯
午
前
11
時
30
分

～
正
午
、
午
後
１
時
～
１
時

30
分

場
所

末
松
廃
寺
跡
公
園

生
涯
学
習
課☎

２
２
７・
６
１
２
２




